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発
３

（

土
地
区
画
整
理
換
地
業
務
を

中
心
に
担
当
す
る
部
署
で

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の

す
。

よ
う
な
場
合
に
は
、
農
地
価

今
後
は
、
土
地
評
価
、
土

格
に
前
記
の
よ
う
な
傾
向
が

地
調
査
を
含
め
た
７
部
門
に

み
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し

関
す
る
話
題
を
提
供
し
て
い

土
地
評
価
業
務
で
の
用
途
田
の
方
が
大
き
い
の
が
一
般
ょ
う
か
。
つ
ま
り
、
熟
成
度

㈱
新
日
の
お
お
ま
か
な
組

例
え
ば
、
事
業
認
定
に
関
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

的
地
域
の
地
域
区
分
に
お
け
的
で
す
か
ら
、
土
盛
り
造
成
の
低
い
宅
地
見
込
地
地
域
と

織
を
御
紹
介
し
ま
す
と
、
上
す
る
業
務
で
は
、
補
償
調
査
す
。
今
ま
で
同
様
、
補
償
に
る
、
起
業
者
、
不
動
産
鑑
定
費
が
多
く
掛
か
る
こ
と
に
な
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

図
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
部
と
設
計
部
の
職
員
が
担
当
関
す
る
情
報
を
年
４
回
（
２
士
及
び
補
償
コ
ン
サ
ル
の
協
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ
う
か
。
」

取
締
役
会

取
締
役
会

取
締
役
会

取
締
役
会

起
業
者

起
業
者

起
業
者

起
業
者

す
。

し
、
連
携
し
て
業
務
に
あ
た
・
５
・
８
・

月
）
発
信
し
議
の
様
子
を
紹
介
し
て
み
ま
の
分
は
畑
の
方
が
評
価
が
高

11

そ
し
て
、
補
償
業
務
７
部
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
て
い
く
次
第
で
す
。

し
ょ
う
。

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
」

「
宅
地
見
込
地
地
域
は
、
な

門
の
う
ち
、
物
件
、
機
械
工

補
償
ミ
ニ
コ
ミ
は
主
に
補

今
後
と
も
御
指
導
下
さ
い

か
な
か
判
断
が
難
し
い
地
域

総
務
部

総
務
部

総
務
部

総
務
部

ＡＡ ＡＡ
鑑
定
士

起
業
者

鑑
定
士

起
業
者

鑑
定
士

起
業
者

鑑
定
士

起
業
者

作
物
、
営
業
補
償
、
特
殊
補
償
調
査
部
が
担
当
し
て
お
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
「
当
該
起
業
地
の
用
途
的
地
「
こ
の
度
の
起
業
地
を
含
む
と
い
え
ま
す
ね
。
も
う
一
度

償
、
事
業
損
失
、
補
償
関
連
ま
す
。

致
し
ま
す
。

域
は
熟
成
度
の
低
い
宅
地
見
地
域
で
は
、
田
と
畑
で
は
ま
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

の
５
部
門
に
つ
い
て
は
、
補

従
っ
て
、
補
償
ミ
ニ
コ
ミ

（
Ｍ
・
Ａ
）
込
地
地
域
と
考
え
ま
す
。
宅
だ
農
地
と
し
て
の
価
値
（
そ
す
。
と
こ
ろ
で
、
Ｂ
鑑
定
士

営
業
部

営
業
部

営
業
部

営
業
部

償
調
査
部
が
主
に
担
当
し
ま
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
土

地
見
込
地
地
域
と
申
し
ま
す
の
生
産
性
）
か
ら
評
価
す
る
さ
ん
は
こ
の
地
域
の
価
格
水

す
。

地
で
は
な
く
土
地
の
上
に
あ

の
は
、
農
地
地
域
等
の
宅
地
傾
向
が
残
っ
て
お
り
、
田
の
準
は
ど
う
捉
え
て
み
え
ま
す

土
地
調
査
部
門
は
測
量

る
も
の
に
関
す
る
情
報
が
多

地
域
以
外
の
地
域
か
ら
、
宅
方
が
畑
よ
り
高
く
取
り
引
き
か
？
」

ＢＢ ＢＢ
鑑
定
士

鑑
定
士

鑑
定
士

鑑
定
士

部
、
土
地
評
価
部
門
は
事
業
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

地
地
域
に
転
換
し
つ
つ
あ
る
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で

部
が
担
当
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
の
補
償
ミ

地
域
で
あ
り
ま
す
。
」

す
。
」

「
価
格
水
準
に
お
い
て
は
、

部
部
部
部

部
部

部
部
部

部
部

部
部
部

部
部

部
部
部

部

も
ち
ろ
ん
、
業
務
の
内
容
ニ
コ
ミ
は
㈱
新
日
事
業
部
が

当
方
も
取
引
事
例
を
検
討
し

査査 査査
ＢＢ ＢＢ
鑑
定
士

鑑
定
士

鑑
定
士

鑑
定
士

ＡＡ ＡＡ
鑑
定
士

鑑
定
士

鑑
定
士

鑑
定
士

に
よ
っ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
担
当
し
て
い
る
土
地
評
価
に

「
当
該
起
業
地
の
用
途
的
地
「
地
価
の
形
成
に
は
諸
々
の
た
結
果
、
一
六
，
〇
〇
〇
円

調
量
業

計
算

調
量
業

計
算

調
量
業

計
算

調
量
業

計
算

に
所
属
す
る
職
員
に
よ
っ
て
関
す
る
話
題
を
特
集
し
ま
し

域
は
農
地
地
域
と
考
え
ま

価
格
形
成
要
因
が
働
く
訳
で
／
㎡
を
中
心
に
推
移
し
て
い

償償 償償

相
互
に
協
力
体
制
を
図
り
プ
た
。

す
。
行
政
的
条
件
（
農
振
地
あ
り
ま
す
か
ら
、
す
べ
て
の
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
」

補
測

事
設
電

補
測

事
設
電

補
測

事
設
電

補
測

事
設
電

起
業
者

起
業
者

起
業
者

起
業
者

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成

事
業
部
は
不
動
産
鑑
定
、

域
等
の
指
定
）
を
勘
案
し
て
宅
地
見
込
地
地
域
に
当
て
嵌

し
て
業
務
に
あ
た
り
ま
す
。
土
地
評
価
、
不
動
産
登
記
、

宅
地
へ
の
転
換
は
難
し
く
、
ま
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

「
両
鑑
定
士
さ
ん
は
、
用
途

転
換
中
と
は
言
い
難
い
と
考
ん
。
鑑
定
評
価
の
手
法
に
お
的
地
域
の
地
域
区
分
の
見
解

住
、
商
、
工
混
在
地
域
の

こ
れ
ら
商
業
収
益
に
と
っ
え
ま
す
。
」

い
て
控
除
法
は
理
論
的
で
あ
は
別
れ
る
わ
け
で
す
が
、
当

場
合
、
明
ら
か
に
工
業
地
域
て
重
要
な
要
素
を
占
め
る
項

る
が
造
成
費
等
の
算
定
に
や
該
地
域
の
価
格
水
準
の
見
方

ＡＡ ＡＡ
鑑
定
士

鑑
定
士

鑑
定
士

鑑
定
士

と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
い
目
に
つ
い
て
類
似
性
の
乏
し
「
私
共
が
取
引
事
例
等
を
調
や
推
定
的
要
素
が
参
入
さ
れ
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
訳
で
す

て
、
混
在
住
宅
地
域
又
は
近
い
事
例
を
選
択
し
た
場
合
に
査
し
た
限
り
に
お
い
て
、
同
ま
す
。
従
っ
て
、
一
方
で
取
ね
。
補
償
コ
ン
サ
ル
さ
ん
の

隣
商
業
地
域
も
し
く
は
路
線
は
、
評
価
対
象
不
動
産
の
収
地
域
の
農
地
の
価
格
水
準
は
引
事
例
比
較
法
に
よ
り
、
現
標
準
地
調
書
及
び
比
準
調
書

例
え
ば
、
都
市
計
画
法
に
ぞ
れ
の
地
域
に
固
有
の
項
目
商
業
地
域
と
判
断
さ
れ
る
こ
益
性
と
著
し
く
乖
離
し
た
価
一
八
，
〇
〇
〇
円
／
㎡
を
中
状
の
不
動
産
市
場
の
動
向
を
の
方
は
ど
う
で
す
か
。
」

補
償
補
償
補
償

補
償
コ
ン
サ
ル

コ
ン
サ
ル

コ
ン
サ
ル

コ
ン
サ
ル

よ
る
用
途
地
域
が
準
工
業
地
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

格
と
な
る
た
め
妥
当
性
を
欠
心
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。
反
映
し
た
価
格
形
成
要
因
の

域
で
あ
る
場
合
や
幹
線
街
路
例
え
ば
街
路
条
件
や
交
通
接

こ
れ
を
商
業
地
域
と
判
断
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
価
格
水
準
は
純
農
地
の
分
析
が
あ
る
訳
で
す
。
」

「
私
共
は
、
補
償
コ
ン
サ
ル

沿
い
の
市
街
化
調
整
区
域
の
近
条
件
の
よ
う
に
共
通
も
し
し
た
場
合
、
取
引
事
例
は
、

逆
に
、
適
切
な
事
例
を
選
価
格
水
準
と
は
言
い
難
く
、

及
び
不
動
産
鑑
定
事
務
所
と

起
業
者

起
業
者

起
業
者

起
業
者

よ
う
に
、
商
、
住
、
工
が
混
く
は
類
似
す
る
項
目
で
あ
っ
特
に
次
の
よ
う
な
事
項
に
留
択
し
た
場
合
に
は
、
特
に
収
や
は
り
宅
地
化
へ
の
期
待
を
「
取
引
事
例
比
較
法
に
よ
り
し
て
の
立
場
か
ら
同
一
状
況

在
し
、
用
途
的
に
完
全
に
純
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
格
差
率
の
意
し
て
選
択
す
べ
き
で
す
。
益
性
の
低
い
地
域
に
お
け
る
含
ん
で
い
る
宅
地
見
込
地
地
起
業
地
の
価
格
形
成
の
動
向
地
域
区
分
及
び
標
準
地
の
選

化
せ
ず
、
用
途
の
多
様
性
を
判
断
基
準
が
異
な
り
ま
す
。

価
格
水
準
は
、
住
宅
地
域
の
域
と
判
断
し
た
訳
で
す
。
」
が
反
映
す
る
訳
で
す
ね
。
」
定
を
致
し
ま
す
。
今
日
の
鑑

前
提
と
し
て
一
定
の
価
格
水
す
な
わ
ち
、
住
宅
地
域
に
あ
①

街
路
の
幅
員
、
構
造
等
価
格
水
準
に
近
い
も
の
と
な

定
士
さ
ん
の
ご
意
見
を
参
考

起
業
者

起
業
者

起
業
者

起
業
者

ＢＢ ＢＢ
鑑
定
士

鑑
定
士

鑑
定
士

鑑
定
士

準
を
形
成
し
て
い
る
地
域
が
っ
て
は
利
便
性
及
び
快
適

が
類
似
す
る
も
の

り
、
用
途
的
地
域
を
混
在
住
「
こ
の
度
の
起
業
地
を
含
む
「
用
途
的
地
域
区
分
は
農
地
に
充
分
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

あ
り
ま
す
。

性
、
商
業
地
域
に
お
い
て
は
②

地
域
に
お
け
る
商
業
中
宅
地
域
と
認
定
し
て
評
価
し
地
域
の
う
ち
田
と
畑
で
は
、
地
域
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
農
き
ま
す
。
」

こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
収
益
性
、
工
業
地
域
に
お
い

心
地
（
必
ず
し
も
鉄
道
駅
た
場
合
に
導
き
出
さ
れ
る
価
ど
ち
ら
が
評
価
は
高
い
の
で
地
の
生
産
性
を
反
映
し
た
価

て
も
、
そ
れ
を
一
つ
の
用
途
て
は
費
用
の
経
済
性
に
重
き

と
は
限
ら
ず
、
最
も
収
益
格
水
準
と
ほ
ぼ
等
し
く
な
る
し
ょ
う
か
。
」

格
（
収
益
法
）
、
つ
ま
り
田

（
こ
の
会
話
は
仮
想
協
議

注注 注注

的
地
域
と
し
て
把
握
し
て
土
が
お
か
れ
ま
す
。

性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

が
畑
よ
り
高
い
評
価
を
受
け
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て

ＡＡ ＡＡ
鑑
定
士

鑑
定
士

鑑
定
士

鑑
定
士

地
価
格
比
準
表
（
以
下
比
準

従
っ
て
、
土
地
評
価
主
体

地
点
）
と
の
位
置
関
係
が

す
な
わ
ち
、
採
用
し
た
事
「
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん

る
の
は
一
般
的
と
考
え
ら
れ
お
き
ま
す
。
実
際
は
も
う
少

表
）
を
適
用
す
る
必
要
が
あ
に
よ
っ
て
用
途
的
地
域
の
種

類
似
す
る
も
の

例
の
信
頼
性
が
比
準
価
格
を
が
、
熟
成
度
の
高
い
宅
地
見
ま
す
。
」

し
複
雑
と
な
り
ま
す
が
、
類

り
ま
す
。

別
の
判
断
が
わ
か
れ
た
と
し
③

店
舗
の
種
類
、
連
た
ん
求
め
る
に
あ
た
っ
て
は
最
も
込
地
地
域
に
お
い
て
は
、
宅

似
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
思

ＡＡ ＡＡ
鑑
定
士

鑑
定
士

鑑
定
士

鑑
定
士

不
動
産
の
存
す
る
用
途
的
て
も
、
採
用
す
る
事
例
が
適

性
等
の
繁
華
性
の
程
度
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
地
に
造
成
す
る
た
め
の
費
用
「
宅
地
見
込
地
地
域
は
、
そ
い
ま
す
。
な
お
一
層
の
論
議

地
域
の
種
別
に
よ
っ
て
そ
れ
切
で
あ
り
、
価
格
形
成
要
因

類
似
す
る
も
の

す
。

（
宅
造
費
）
が
掛
か
る
土
地
の
熟
成
度
に
よ
り
段
階
が
あ
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
如
何

ぞ
れ
着
目
す
べ
き
価
格
形
成
の
判
断
が
適
正
で
あ
れ
ば
導
④

背
後
地
の
住
宅
地
域
の

（
Ｈ
・
Ｋ
）
の
方
が
評
価
は
低
い
傾
向
に
り
、
当
初
の
段
階
で
は
前
地
で
し
ょ
う
か
。
）

要
因
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
き
出
さ
れ
る
価
格
水
準
は
ほ

性
格
が
類
似
す
る
も
の

あ
り
ま
す
。
田
と
畑
と
比
較
域
（
農
地
地
域
）
の
影
響
も

（
Ｔ
・
Ｔ
）

比
準
表
の
比
較
項
目
も
そ
れ
ぼ
等
し
く
な
る
は
ず
で
す
。

す
れ
ば
道
路
と
の
高
低
差
は
み
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

 

補償コンサルタント情報コミュニケーション誌 

株株株株株株株株式式式式式式式式会会会会会会会会社社社社社社社社    新新新新新新新新        日日日日日日日日    
補補補補補補補補償償償償償償償償ミミミミミミミミニニニニニニニニココココココココミミミミミミミミ        

平成12年５月１日 通巻第45､46合併号（昭和63年８月初巻）



平成12年５月１日 通巻第45､46合併号（昭和63年８月初巻）

こ
の
中
か
ら
「
４
．
標
準
テ
ム
は
、

の
舗
装
）
と
格
差
の
内
訳
等
区
分
印
刷
も
可
能
で
す
。

年
１
月
…
土
地
鑑
定
評
価

一
八
件

10

地
の
評
価
格
か
ら
比
準
し
て
①
標
準
地
デ
ー
タ
一
覧
表

を
返
す
仕
組
み
と
な
っ
て
い
又
、
格
差
率
算
定
表
に
つ
い

（
愛
知
県
下
）

各
画
地
の
評
価
格
を
求
め

②
画
地
デ
ー
タ
一
覧
表

ま
す
。
従
っ
て
、
画
地
デ
ー
て
は
対
象
地
一
括
印
刷
の
他

年
５
月
…
地
域
区
分
及
び
標
準
地
選
定
業
務

10

る
」
際
に
弊
社
で
使
用
し
て
③
個
別
的
要
因
比
準
表

タ
を
入
力
し
た
段
階
で
格
差
に
、
画
地
デ
ー
タ
一
覧
表
の

（
三
重
県
下
）
残
地
補
償
算
定

一
画
地

い
る
シ
ス
テ
ム
の
仕
組
み
と
の
３
つ
の
シ
ー
ト
で
構
成
さ
率
算
定
表
に
記
載
さ
れ
る
内
参
照
機
能
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

標
準
地
価
格
の
算
定

二
標
準
地

利
便
性
を
ご
く
簡
単
に
御
紹
れ
て
お
り
、
１
業
務
当
た
り
容
が
シ
ー
ト
上
で
全
て
確
認
の
画
地
上
で
必
要
な
画
地
デ

各
画
地
へ
の
比
準
算
定

二
六
画
地

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
は
１
シ
ー
ト
で
す
が
②
及
で
き
る
訳
で
す
。

ー
タ
を
検
索
し
、
画
地
番
号
９
年
１
月
…
地
域
区
分
及
び
標
準
地
選
定
業
務

年
８
月
…
地
域
区
分
及
び
標
準
地
選
定
業
務

10

私
ど
も
で
使
用
し
て
い
る
び
③
の
シ
ー
ト
は
標
準
地
の

次
に
出
力
で
す
が
、
メ
ニ
で
の
指
定
印
刷
、
そ
の
他
に
（
三
重
県
下
）
残
地
補
償
算
定

一
〇
〇
画
地

（
愛
知
県
下
）
各
画
地
へ
の
比
準
算
定

一
七
六
画
地

シ
ス
テ
ム
は
土
地
価
格
比
準
数
だ
け
増
加
し
ま
す
。

ュ
ー
画
面
上
で
内
訳
表
・
対
も
い
ろ
い
ろ
な
機
能
を
兼
ね

各
画
地
へ
の
比
準
算
定

六
五
〇
画
地

年
５
月
…
地
域
区
分
及
び
標
準
地
選
定
業
務

10

表
【
六
次
改
訂
】
の
用
途
種

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
入
力
方
象
地
一
覧
表
・
格
差
率
一
覧
備
え
て
い
ま
す
。

評
価
格
の
調
整

（
三
重
県
下
）
残
地
補
償
算
定

五
画
地

別
（
宅
地
地
域
、
見
込
地
地
法
は
、
ま
ず
始
め
に
調
査
結
表
・
格
差
率
算
定
表
・
画
地

実
際
の
作
業
を
行
う
観
点
９
年
２
月
…
地
域
区
分
及
び
標
準
地
選
定
業
務

標
準
地
価
格
の
算
定

七
標
準
地

域
、
林
地
地
域
、
農
地
地

果
に
基
づ
き
標
準
地
デ
ー
タ
デ
ー
タ
一
覧
表
の
計
５
種
類
か
ら
ご
く
手
短
に
シ
ス
テ
ム
（
三
重
県
下
）
残
地
補
償
算
定

三
〇
画
地

各
画
地
へ
の
比
準
算
定

三
六
画
地

域
）
の
全
て
に
お
い
て
入
出
の
入
力
を
行
い
、
次
に
比
準
の
中
か
ら
必
要
な
シ
ー
ト
を
を
御
紹
介
し
て
参
り
ま
し
た

標
準
地
価
格
の
算
定

二
標
準
地

評
価
格
の
調
整

力
が
可
能
な
わ
け
で
す
が
、
表
に
格
差
の
判
断
基
準
（
格
選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま

の
で
解
り
か
ね
る
点
も
多
く

各
画
地
へ
の
比
準
算
定

一
五
四
画
地

年
月
…
土
地
鑑
定
評
価

五
件

10

10

そ
の
中
で
も
特
に
使
用
頻
度
差
率
は
入
力
済
み
）
及
び
格
す
。

あ
る
と
は
思
わ
れ
ま
す
が
、

評
価
格
の
調
整

（
愛
知
県
下
）

の
高
い
宅
地
地
域
（
別
荘
地
差
率
を
修
正
し
た
い
場
合
は
○
内
訳
表

少
し
で
も
興
味
を
抱
い
て
く
９
年
６
月
…
地
域
区
分
及
び
標
準
地
選
定
業
務

年
月
…
地
域
区
分
及
び
標
準
地
選
定
業
務

10

12

域
を
除
く
）
、
見
込
地
地
域
格
差
率
を
入
力
し
、
最
後
に

対
象
地
の
評
価
格
及
び
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
静
岡
県
下
）
標
準
地
価
格
の
算
定

四
標
準
地

（
三
重
県
下
）
取
引
事
例
比
較

一
標
準
地

（
宅
地
見
込
地
地
域
の

画
地
デ
ー
タ
の
入
力
を
行
い

評
価
額
一
覧
表

弊
社
と
い
た
し
ま
し
て
は

各
画
地
へ
の
比
準
算
定

一
三
〇
画
地

各
画
地
へ
の
比
準
算
定

一
一
画
地

土
地
評
価
業
務
は
評
価
の
み
）
、
林
地
地
域
に
改
良
を
ま
す
。
又
、
画
地
デ
ー
タ
の
○
対
象
地
一
覧
表

「
解
り
や
す
く
、
ミ
ス
の
な
９
年
９
月
…
地
域
区
分
及
び
標
準
地
選
定
業
務

評
価
格
の
調
整

手
順
で
大
別
す
る
と
以
下
の
加
え
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
入
力
に
当
た
っ
て
は
数
字
や

対
象
地
の
所
在
・
地
目
い
、
よ
り
よ
い
成
果
品
」
を
（
三
重
県
下
）
残
地
補
償
算
定

一
画
地

年
１
月
…
地
域
区
分
及
び
標
準
地
選
定
業
務

11

５
項
目
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
又
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
エ
ク
数
値
が
主
体
で
あ
る
た
め
、

・
地
積
等
一
覧
表

お
届
け
す
る
た
め
に
、
こ
の

標
準
地
価
格
の
算
定

五
標
準
地

（
愛
知
県
下
）
標
準
地
価
格
の
算
定

一
標
準
地

す
。

セ
ル

で
作
成
し
た
も
の

入
力
ミ
ス
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
○
格
差
率
一
覧
表

土
地
評
価
シ
ス
テ
ム
に
つ
き

各
画
地
へ
の
比
準
算
定

四
三
画
地

各
画
地
へ
の
比
準
算
定

一
画
地

97

１
．
用
途
的
地
域
を
地
域
的
で
、
誰
に
で
も
扱
い
や
す

と
い
た
し
ま
し
て
、
数
字
を

格
差
率
算
定
表
の
条
件
ま
し
て
も
日
々
研
究
を
重
ね

評
価
格
の
調
整

特
性
に
着
目
し
て
同
一
状
く
、
評
価
対
象
地
の
多
少
や
入
力
す
れ
ば
③
比
準
表
よ
り

別
格
差
一
覧
表

て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
。

年
月
…
地
域
区
分
及
び
標
準
地
選
定
業
務

11

10

況
地
域
に
区
分
す
る
。

同
用
途
的
地
域
の
標
準
地
が
「
普
通
」
・
「
ア
ス
フ
ァ
ル

出
力
は
各
シ
ー
ト
と
も
地

（
Ｙ
・
Ｆ
）

（
愛
知
県
下
）
標
準
地
価
格
の
算
定

七
標
準
地

２
．
同
一
状
況
地
域
ご
と
に
複
数
に
な
る
場
合
に
も
対
応
ト
舗
装
」
（
例
：
街
路
条
件
域
別
印
刷
や
必
要
に
応
じ
て

各
画
地
へ
の
比
準
算
定

一
三
一
画
地

標
準
地
を
選
定
す
る
。

で
き
、
エ
ク
セ
ル
上
で
複
数

年
月
…
区
分
地
上
権
設
定
報
告
書
作
成
業
務

11

10

３
．
標
準
地
を
評
価
す
る
。
の
シ
ー
ト
を
組
み
合
わ
せ
る

（
静
岡
県
下
）
土
地
評
価
業
務

一
七
画
地

４
．
標
準
地
の
評
価
格
か
ら
こ
と
に
よ
っ
て
評
価
対
象
と

腰
が
痛
み
ま
す
。

ら
六
〇
〇
㎞
走
る
こ
と
は
ざ

鑑
定
評
価
業
務

比
準
し
て
各
画
地
の
評
価
な
る
全
地
域
の
デ
ー
タ
を
一

私
は
新
日
の
中
で
営
業
を
ら
で
、
年
間
の
走
行
距
離
は

年
月
…
残
地
補
償
検
討
業
務

11

10

格
を
求
め
る
。

つ
の
フ
ァ
イ
ル
（
Ｆ
Ｄ
及
び

担
当
し
て
い
ま
す
。

一
〇
〇
，
〇
〇
〇
㎞
に
も
な
（
静
岡
県
下
）
残
地
面
積

約
六
，
四
〇
〇
㎡

５
．
残
地
補
償
額
の
算
定
を
Ｍ
Ｄ
）
と
し
て
管
理
す
る
こ

元
々
は
測
量
と
区
画
整
理
り
ま
す
。
ま
た
、
最
近
は
遠

す
る
。

と
が
出
来
ま
す
。
こ
の
シ
ス

の
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
方
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
多

以
上
、
過
去
３
年
間
に
受
注
し
た
補
償
業
務
で
の
土
地

た
が
、
営
業
に
移
っ
て
早
６
く
な
り
、
さ
す
が
に
新
幹
線
評
価
部
門
に
関
す
る
主
な
業
務
を
紹
介
し
て
み
ま
し
た
。

で
、
弊
社
の
中
で
も
特
に
色

色
塗
り
は
色
鉛
筆
か
水
彩
水
を
入
れ
、
薄
く
薄
く
し
て

成
果
品
の
見
栄
え
（
第
一
年
に
な
り
ま
す
。

や
飛
行
機
を
利
用
し
ま
す

弊
社
は
不
動
産
鑑
定
事
務
所
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

塗
り
の
上
手
な
女
性
に
コ
ツ
絵
の
具
で
塗
ら
れ
る
こ
と
が
お
い
て
塗
る
と
ム
ラ
に
な
り
印
象
）
を
良
く
す
る
の
も
悪

新
日
の
営
業
と
し
て
の
売
が
、
時
間
だ
け
を
比
べ
て
み
れ
以
外
に
も
多
数
の
鑑
定
実
績
が
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も

を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
色
鉛
に
く
い
で
す
。
コ
ツ
は
と
に
く
す
る
の
も
い
か
に
上
手
に
り
物
は
な
ん
と
い
っ
て
も
補
ま
す
と
、
一
時
間
も
あ
れ
ば
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
く
よ
う
な
業
務
が
あ
れ
ば
、
是
非
ご

筆
で
塗
る
場
合
の
コ
ツ
は
、
か
く
途
中
で
止
ま
ら
ず
に
、
塗
れ
て
い
る
か
で
あ
り
、
最
償
で
す
。
私
も
少
し
は
補
償
日
本
中
た
い
て
い
の
飛
行
場
一
報
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

色
塗
り
の
コ
ツ
を
問
わ
れ
い
か
に
力
を
均
一
に
か
け
て
一
気
に
塗
り
上
げ
て
し
ま
う
後
ま
で
手
を
抜
か
ず
に
丁
寧
の
仕
事
を
理
解
し
よ
う
と
思
に
着
く
こ
と
が
出
来
ま
す
か

て
も
丁
寧
に
塗
る
こ
と
以
外
塗
る
か
で
す
。
力
の
入
れ
加
こ
と
で
す
（
同
じ
色
は
二
度
に
美
し
く
仕
上
げ
た
い
と
思
い
、
幸
い
測
量
士
で
も
あ
り
ら
県
庁
所
在
地
で
あ
れ
ば
十

あ
ま
り
深
く
考
え
た
こ
と
は
減
に
ム
ラ
が
あ
る
と
て
き
め
と
作
れ
ま
せ
ん
）
。
又
、
乾
い
ま
す
。

ま
す
の
で
補
償
業
務
管
理
士
分
に
日
帰
り
が
可
能
で
す
。

で
土
地
評
価
の
業
務
を
担
当

あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
図
面
な
ん
に
色
ム
ラ
が
で
て
し
ま
い
く
前
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
何
度

（
Ｍ
・
Ｙ
）
（
土
地
調
査
）
の
資
格
を
取
従
っ
て
、
カ
バ
ン
の
中
に
は

す
る
者
か
ら
の
声
を
集
め
て

ど
に
色
塗
り
を
し
た
こ
と
の
ま
す
。
又
、
塗
っ
た
後
に
テ
も
押
さ
え
な
が
ら
塗
る
と
き

得
し
ま
し
た
。
試
験
前
は
か
新
幹
線
と
飛
行
機
の
時
刻
表

み
ま
し
た
。
又
、
今
回
は
初

あ
る
人
な
ら
わ
か
る
と
思
い
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
丁
寧
に
こ
れ
い
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
出

な
り
勉
強
を
し
ま
し
た
が
、
が
い
つ
も
入
っ
て
い
ま
す
。

め
て
の
試
み
と
し
て
表
裏
印

ま
す
が
、
簡
単
な
作
業
に
見
す
る
と
き
れ
い
に
仕
上
が
り
来
ま
す
。

悲
し
い
か
な
実
際
に
業
務
に

で
も
、
考
え
て
み
る
と
移

刷
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
が

え
て
も
実
は
大
変
に
時
間
の
ま
す
。

私
は
入
社
し
て
８
年
に
な

携
わ
ら
な
い
と
用
地
独
特
の
動
は
い
つ
も
座
り
っ
ぱ
な
し

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
し
た

か
か
る
作
業
で
、
手
を
抜
く

塗
る
面
積
が
多
い
場
合
は
り
ま
す
が
、
色
塗
り
は
人
一

用
語
を
次
々
と
忘
れ
て
し
ま
で
、
腰
に
持
病
を
持
つ
私
に

発
行
が
大
変
遅
く
な
り
申
で
し
ょ
か
？

と
必
ず
色
ム
ラ
が
目
立
つ
も
絵
の
具
を
使
う
方
が
だ
ん
ぜ
倍
よ
く
し
て
き
ま
し
た
（
色

い
、
何
か
あ
る
度
に
い
つ
も
は
辛
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
も
紙
面
の
充
実
を
図

土
地
評
価
業
務
や
事
業
認
の
で
す
。
き
れ
い
に
塗
れ
ば
ん
早
く
塗
る
こ
と
が
出
来
ま
塗
り
が
私
の
仕
事
の
よ
う
な

調
べ
て
い
ま
す
。

西
へ
東
へ
コ
ル
セ
ッ
ト
を
こ
の
場
を
借
り
て
お
詫
び
を
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

定
業
務
で
は
か
な
り
の
量
の
塗
ろ
う
と
す
る
ほ
ど
時
間
が
す
。
で
も
、
絵
の
具
は
色
鉛
も
の
で
す
が
…
）
。
私
は
色

私
は
営
業
で
す
の
で
、
起
締
め
て
腰
の
痛
み
を
和
ら
げ
申
し
上
げ
ま
す
。

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
御
指

添
付
図
面
が
必
要
で
あ
り
、
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
（
理
筆
よ
り
ム
ラ
に
な
り
や
す
い
塗
り
は
受
注
し
た
業
務
の
最

業
者
の
方
か
ら
相
談
が
あ
れ
走
り
回
る
私
で
す
。

お
詫
び
と
い
っ
て
は
何
で
導
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま

こ
れ
ら
に
は
着
色
を
施
さ
な
想
は
き
れ
い
に
早
く
塗
り
た
の
で
、
塗
る
色
を
菊
皿
で
作
後
の
仕
上
げ
だ
と
思
っ
て
い

ば
す
ぐ
に
飛
ん
で
い
き
ま

（
Ｔ
・
Ｏ
）
す
が
、
今
回
は
“
土
地
評
価
す
。

（
Ｈ
・
Ｋ
）

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
い
の
で
す
が
…
）
。

る
と
き
に
絵
の
具
に
多
め
に
ま
す
。

す
。
車
で
一
日
に
五
〇
〇
か

特
集
”
と
し
ま
し
て
、
社
内


